
問　

真
崎
古
墳
群
南
斜
面

は
、
３
０
０
万
年
前
の
地

層
が
露
出
し
て
い
る
場
所

や
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り

か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て

作
ら
れ
た
10
基
の
横
穴
墓

が
あ
り
、
村
登
録
文
化
財

で
あ
る
曲
が
り
杉
も
あ

る
。湧
水
が
豊
富
な
た
め
、

初
夏
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。「
真
崎

の
未
来
を
考
え
る
会
」
が

整
備
を
進
め
、
歴
史
的
文

化
財
と
し
て
も
貴
重
な
場

所
で
あ
る
自
然
豊
か
な
こ

の
南
斜
面
を
、
太
陽
光
発

電
事
業
者
に
買
わ
れ
る
前

に
村
が
買
い
取
っ
て
は
。

答　

真
崎
古
墳
群
の
整

備
・
活
用
に
つ
い
て
は
、「
真

問　

２
月
19
日
付
新
聞
各

紙
は
、
18
日
開
催
の
「
原

子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談

会
」
に
つ
い
て
報
じ
た
。

東
海
第
二
原
発
の
安
全
対

策
工
事
終
了
時
期
が
延
長

さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

答　

防
潮
堤
と
常
設
代
替

高
圧
電
源
装
置
置
場
、
緊

急
時
対
策
所
の
工
事
工
程

を
見
直
し
た
結
果
と
聞
い

て
い
る
。

崎
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
中
心
に
花
見
や
行
灯
ま

つ
り
の
開
催
な
ど
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、
地
域
の
力
を
感

じ
る
と
と
も
に
こ
の
活
動

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
こ

の
エ
リ
ア
一
帯
は
時
代
の

異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

墓
（
古
墳
）
が
密
集
す
る

墓
域
と
な
っ
て
お
り
、
一

体
的
な
整
備
・
活
用
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
「
真

崎
の
未
来
を
考
え
る
会
」

と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
用
地
取
得
の
必

要
性
に
つ
い
て
関
係
課
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

安
全
対
策
工
事

に
か
か
る
使
用
前
検

査
と
は
。
ま
た
、
申

請
書
の
「
施
設
の
使

用
時
期
」
に
つ
い
て

は
、
い
つ
と
書
く
と

の
説
明
だ
っ
た
の

か
。
６
首
長
は
了
解

し
た
の
か
。

答　

使
用
前
検
査
は
、
原

子
炉
規
制
法
等
の
規
定
に

基
づ
き
、
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
工
事
計
画
の
認
可

ま
た
は
届
出
が
あ
っ
た
も

の
に
つ
い
て
、
原
子
力
規

制
委
員
会
が
そ
の
工
事
計

画
と
の
適
合
性
、
技
術
基

準
と
の
適
合
性
を
確
認
す

る
も
の
で
、
１
号
検
査
か

ら
５
号
検
査
ま
で
あ
る
。

事
業
者
が
、
施
設
の
使
用

予
定
時
期
を
工
事
の
終
了

時
期
に
合
わ
せ
た
と
の
記

載
や
、
申
請
の
時
期
を
含

め
、
懇
談
会
構
成
の
６
首

長
と
し
て
は
、
未
定
と
の

認
識
で
あ
り
、
了
解
し
て

い
な
い
。

新政とうかい

大
おお

内
うち

 　則
のり

夫
お

　議員

大
おお

名
な

　美
み

恵
え

子
こ

　議員

問 私有地の買い取りについて

問 ２/18開催の
６首長懇談会の内容は

答 速やかに将来ビジョンを話し合う

答 安全対策工事の状況説明ほか

倒木したニセアカシアや伐採した木材で
手づくりした掲示板とテーブル

原子力所在地域首長懇談会を構成する６自治体

東
京
新
聞
よ
り

一

般

質

問
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